
 

 

 

Web上のBADUIをユーザの手で改善可能とするシステムの提案 

田島 一樹* 中村 聡史* 

概要．Web 上にはユーザの戸惑いや誤操作を誘発するような，使いづらい・わかりにくい UI（ユーザ

インタフェース）が多数存在している．こうしたWeb上のUIには，そもそも情報が不足している，入

力し間違えやすいなどの問題がある．そこで本研究では，こうしたユーザにとって使いづらく，または

わかりにくいWeb上のUIを，使いやすく，そしてわかりやすくなるよう支援する手法とシステムの提

案をした．ここでは特に，注意事項添付・誤字脱字訂正・難解語に対する解説付与・入力フォームでの

自動変換・入力フォームへの例付与をユーザに設定可能とする機能を実装した． 

 

1 はじめに 

インターネットの普及とともに急速に増加した

Webサイトは現在 10億件[1]を超えており，多くの

ユーザにとって情報収集やオンラインショッピング

などのサービスを受けるために欠かせないものであ

る．しかし，それにも関わらずWebサイトの中には

ユーザにとって使いづらいものが珍しくない．中村

[2]は，こうした身の回りの使いづらい UI（ユーザ

インタフェース）を BADUIと名付けている．こう

いった問題に対し，これまでにWebサイトのユーザ

ビリティの評価，改善を目的とした研究[3][4]は多く

なされてきている．しかし，使いにくいWebサイト

は開発コスト等の事情によって改善されていないこ

とも多く，使いづらいまま放置されているものが珍

しくない． 

そこで本研究では，一般ユーザがWebサイトの問

題点を改善可能とし，その改善結果を他者と共有す

ることで，BADUI でのユーザの操作容易性を向上

させる手法とシステムを提案する．また，この手法

のメリットの考察と今後の課題を検討する． 

 

2 BADUI 

BADUI とは使いづらいユーザインタフェースの

ことを指す．Web上の BADUIの例を挙げると，半

角と全角の区別など入力形式に注意しなければなら

ない入力フォームや，エラーが起きた場合に表示さ

れる「受付できない文字が入力されました」のよう

な何が問題なのかという手掛かりが少なく，解決が

困難なメッセージなどがある．こうした，Web上の

BADUIは下記のように整理される． 

 手がかりの欠落: 何を入力すべきか，どのよ

うに入力すべきかなどの情報がない 

 フィードバックの問題: 入力に間違いがある

ときにどういった間違いなのかといったフ

ィードバックが不足していたり，操作後の反

応が遅かったりなど 

 一貫性の欠如: 入力における半角と全角の混

在やボタンの配置が左右入れ替わるなど 

 慣習からの乖離: 色やアイコンの形によって

連想できる機能と，実際の動作が異なる 

 メンテナンス不足: 情報が古いまま残されて

おり，ユーザを無駄に混乱させてしまう 

 引っ掛け: ユーザからは認知されにくい位置

でサービスの提供の否応を問う 

 

3 提案手法 

我々は Web ページ内の BADUI をユーザの手に

よって少しでも使いやすいものとするため，ユーザ

自身が BADUIを含んだページに対してアノテーシ

ョンや変換フィルタ等の機能付与を行い，それらを

他のユーザと共有する手法を提案する．本稿では提

案手法を実現するためのシステムを実装した．他の

ユーザは，本システムを利用してWebページにアク

セスすると，他者により問題が修正された必要な情

報が提示されたり，誤った入力を自動修正してくれ

たりするため，混乱することなく利用することがで

きる．機能については下記に示す．また，実際にWeb

サイトを改善している様子を図 1～5に示す． 

 ウェプラ: ラベルシールのようなものを貼り付

けることで手掛かり情報を提示する 

 吹き出し解説: 専門用語などわかりにくい語に

対して吹き出しによる説明を付与する 

 うっかり誤字訂正: Webページ上の情報に誤り

がある場合に修正を行う 
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 自動変換フィルタ付与: 入力フォームへの入力

内容を，自動的に適切なものに変換することに

より，ミスを防止する 

 入力例付与: 入力フォームに入力例を付与し，

入力すべき情報をわかりやすくする 

 

4 考察 

本研究で実装した機能の中でも，ウェプラ機能と

自動変換フィルタ付与機能については，多くのWeb

ページに適用可能である．実際に，本システムを利

用することによって「失敗から学ぶユーザインタフ

ェース」[2]で紹介されているわかりにくい Web サ

イトのうち，34%（29件中 10件）のものを改善す

ることが可能となる．なお，ユーザが本システムを

利用してWebページを改善可能になるメリットは，

使いづらかったサイトがユーザの手によって改善さ

れる以外にも，Webサイト管理者および開発者にと

って，ユーザから提示される解決策は使いづらい場

所の特定と改善方法のヒントとなることが考えられ

る．また，サイト管理者がユーザとして自身のサイ

トを改善することが出来るので，改善の依頼のたび

に発生していた費用の削減が可能になる．そのため，

ユーザのみならず，Webサイト管理者，開発者にと

ってもメリットが多いシステムであるといえる． 

 

5 まとめ 

本研究では，ユーザがWeb上にアノテーションや

変換フィルタ等を付与し，共有する手法を提案し，

提案手法実現する 5つの機能を実装したシステムを

開発した．これにより，必要な情報の不足，フォー

ムの一貫性の無さ，引っ掛け等の BADUIの改善が

可能になると考えられる． 

現在のシステムは Web サービス提供者に対して

悪意のあるユーザによって，そのWebサービスが動

作不能になることやレイアウトが見づらくなる可能

性がある．そこで今後は，改善したユーザを評価可

能とすることによって，信頼性の高いユーザの改善

を提示する予定である．また本システムを導入して

いないユーザであっても，本システムによる改善を

享受可能なサービスを実現する予定である． 
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図 1．目立ちやすい位置に配置し，他のユーザに注意を促す 

 

図 2．設定された解説を他者が参考にすることが可能 

 

図 3．誤字を選択し，修正することが可能 

 

図 4．変換フィルタ付与による自動的な修正を行う 

 

図 5．例を薄く提示することが可能 
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